
奈
良
勝
吉
野
郡
十
津
川
村
宇
宮
原
の
山
崩
報
告

筆
者
等
は
三
月
二
十
日
午
前
す
一
時
四
十
分
頃
出
張

先
き
賀
名
生
村
に
て
十
津
川
村
宇
宇
宮
原
の
山
崩
乞
観
察
す
ぺ
ぐ
電
報
命

令
を
受
け
L

直
ち
に
自
動
車
に
て
現
地
に
向
ひ
約
二
時
間
の
貴
地
踏
盗
を
行

・
.
っ
た
。
以
下
車
時
間
の
踏
査
で
は
あ
る
が
山
崩
の
概
略
を
断
片
的
に
記
述

し

て

報

告

と

た

す

次

第

で

あ

る

。

一

-

-

e

h

営
山
崩
は
三
月
十
八
日
午
前
七
時
十
分
頃
(
正
確
た
持
聞
は
不
明
で
あ

る
が
大
陸
同
時
刻
ら
し
い
〉
吉
野
郡
十
津
川
村
字
字
宮
原
の
堀
切
谷
及
び

ニ
ゴ
リ
谷
〈
長
殿
よ
り
約
二
粁
河
下
の
左
岸
)
に
於
て
惹
起
さ
れ
河
踊
約

百
米
の
河
床
に
崩
壊
岩
石
、
土
砂
を
堆
積
し
て
河
水
を
堰
き
止
め
た
も
の

で
あ
る
、
常
時
河
水
は
七
、
八
百
米
上
流
迄
水
位
を
増
し
た
一
も
の
L
C

想
像
さ

れ
る
が
河
水
の
流
量
少
く
大
事
に
玉
ら
や
右
岸
近
く
の
弱
所
式
り
堰
堤
弐

第
に
崩
れ
て
流
水
口
一
市
一
作
り
問
も
友
く
減
水
し
て
我
々
の
現
地
視
察
の
時

は
問
、
十
糎
位
も
、
減
水
し
て
居
た
。

現
地
踏
査
報
告

正箱

俊雄

田'

譲額

司

園第

r+l 

M
Y
J
3
A
崩

話ト~~

t・i
・
胤
抑
止

a
E司
河

叶

河
床
の
堰
堤
は
高
さ
六
米
乃
至
八
米
(
目
測
推
定
〉
に
及
び
切
取
り
は

相
営
難
工
事
'
Y

」
忠
は
れ
る
、
然
し
豪
雨
に
見
舞
は
れ
た
い
限
り
氾
放
の
怖

れ
は
左
く
、
而
も
雨
岸
は
岩
壁
を
た
し
・
河
床
深
く
普
通
の
出
水
口
は
充
分

堪
へ
得
る
も
の
左
想
像
さ
れ
る
。

へ
四
三
七



山
崩
の
隔
は
豚

う0.. D. s.A. 

寺会室;.."l:庄
町ユ;るリ朗
4t奇士谷谷

勺時
沿迄最十ー道
ふの高米路
て総黒占位上
七長よ崩に
百イ頃り壌て
米斜河部百
にに床の二

及
び
堀
切
谷
比
谷
一

貌
を
埋
め
ら
れ
殆
ん
ど
谷
の
形
を
失
ひ
平
均
傾
斜
角
五
十
度
位
左
思
は
れ

る
、
然
し
時
間
主
天
気
の
関
係
で
崩
壊
を
全
部
見
る
事
を
得
十
、
河
床
よ

り
見
る
事
が
出
永
た
斜
面
の
総
長
は
推
定
三
百
米
で
大
臆
第
二
国
の
様
た

地
貌
の
部
分
で
あ
る
J

堀
切
谷
は

a
部
に
於
て
二
段
に
な
っ
て
居
る
絞
た
遠
景
を
た
し
て
ゐ

る
。
多
分
上
段
が
先
づ
崩
壊
し
重
慶
の
震
に
下
段
が
運
動
を
た
し
た
も
の

7
4
礼

主

想

像

さ

れ

る

。

一

一

ゴ

リ

谷

B
は
A
の
上

園第

段
の
運
動
が
D
な
る
山
背
を
越
へ
て
作
用

し
て
併
起
さ
れ
た
も
の
左
思
惟
す
る
、
D

部
は
崩
壊
の
岩
石
の
露
頭
が
現
れ
て
居

る
、
此
庭
で
樹
木
の
倒
れ
た
方
向
を
見
る

に
概
し
て
根
は
河
下
に
、
先
き
は
河
上
に

tユ守7~.，.ti足止匪 A
4ト告IH:l-叉

略
三

A

向
っ
て
斜
面
に
平
行
に
な
る
も
の
多
く
、
僅
か
に
之
上
と
直
角
の
方
面
に
倒

れ
て
居
る
も
の
が
あ
る
の
み
で
あ
る
、
此
れ
は
A
部
の
山
壌
が
山
下
よ
り

起
っ
て
D
背
に
作
用
さ
れ
て
倒
れ
た
も
の
ら
し
く
D
，
背
の
割
合
に
原
形
を

残
し
て
居
る
事
に
依
っ
て
見
れ
ば
此
の
背
は
相
営
の
強
さ
を
持
っ
た
岩
石

よ
り
構
成
さ
れ
て
居
る
事
が
想
像
さ
れ
る
。

次
に
河
床
の
摂
堤
の
模
様
を
見
る
に
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
縦
横
二
種

の
移
動
が
起
っ
て
出
来
た
も
の
主
思
惟
さ
れ
る
、
印
ち

a
部
は
河
流
に
直

角
に
、

b
部
は
河
流
方
向
に
移
動
し
た
模
様
で
あ
る
、

b
部
の
水
中
に
淡

し
た
部
分
C
貼
に
は
立
樹
が
其
偉
の
欣
態
に
て
移
動
し
来
り
宛
然
奮
河
床

面
に
生
え
た
樹
の
感
が
あ
る
、
現
在
の
水
路
は

a
の
先
端
に
あ
り
、
流
水

口
は
幅
五
米
水
深
五
十
糎
に
し
て
以
前
の
碩
で
あ
っ
た
所
に
新
河
流
が
出

来
、
程
白
水
路
の
方
は
相
営
の
深
さ
に
水
を
湛
へ
て
居
る
。

現
場
工
事
中
の
者
よ
り
聞
い
た
話

切
営
所
は
明
治
二
十
三
年
の
大
洪
水
の
時
に
崩
壊
し
上
の
部
分
に
て
は
今
迄
度
々

小
崩
壊
を
繰
返
し
て
居
た
、
此
度
の
崩
壊
後
も
現
在
迄
小
さ
い
崩
壊
は
績
い
て
居
る
。

ω
我
々
の
河
床
よ
り
見
た
略
国
の
地
貌
は
全
景
の
宇
分
に
も
足
ら
ず
。

切
崩
壊
前
二
三
分
頃
郵
便
自
動
車
が
怪
し
い
一
耳
目
を
聞
い
て
停
車
し
た
ら
暫
時
し
て

急
激
な
大
崩
壊
が
起
っ
た
。
(
此
れ
に
依
っ
て
起
っ
た
時
刻
は
大
陸
正
し
い
も
の
と
忠

は
れ
る

J

山
間
涜
水
は
崩
壊
後
一
時
間
停
止
し
次
第
に
新
河
流
口
が
出
来
た
。

句
通
信
交
通
は
全
く
杜
絶
し
て
通
信
機
関
は
十
九
日
に
致
ヲ
て
復
奮
し
た
、
交
通



は
徒
歩
蓮
絡
に
て
僅
か
に
行
は
れ
て
居
る
。

的
崩
壊
に
件
ふ
地
鳴
は
長
股
の
人
々
に
は
聞
へ
な
か
っ
た
。
(
此
部
落
が
最
も
近
い

所
で
あ
る
D

)

の
堰
堤
に
封
ず
る
地
方
民
は
良
い
筏
の
印
刷
揚
が
出
来
た
、
此
れ
を
自
然
の
佳
放
任

し
て
置
け
ば
夜
間
の
一
河
床
迄
流
失
す
る
に
二
十
ゲ
年
は
掛
る
か
ら
良
い
事
が
出
来
た
と

東
京
府
羽
田
鈴
木
町
の
井
戸
ガ
ス

噴
出
に
閲
す
る
調
査
報
告

一
、
井
戸
建
調
営
時
の
欣
況

昭
和
八
年
七
月
六
日
午
前
十
一
時
頃
の

地
震
あ
り
た
る
日
の
夕
刻
午
後
七
時
頃
よ
り
初
回
鈴
木
町
石
井
林
破
氏
宅

井
戸
よ
り
黒
色
を
呈
し
た
る
水
盛
ん
に
涌
出
す
る
と
共
に
瓦
斯
の
吹
出
し

あ
り
、
「
ポ
カ
ン
ノ
t
k」
主
音
を
獲
し
井
戸
よ
り
三
間
位
の
地
域
に
封
し
て

地
響
を
た
し
、
約
十
三
同
乃
至
十
六
同
位
此
の
「
ポ
カ
ン
/
¥
」
た
る
瓦

斯
吹
出
し
の
現
象
を
績
け
後
約
十
数
分
間
会
く
止
み
、
再
び
右
の
現
象
を

繰
返
す
ル
」
北
ハ
に
水
の
涌
出
盛
ん
に
し
て
井
戸
よ
り
浴
出
し
た
る
欣
況
に
て

約
三
時
間
位
に
て
此
の
現
象
は
中
止
せ
り
。
翌
七
日
の
午
後
よ
り
再
び
新

-
一
石
ふ
考
ヘ
を
持
っ
て
居
る
。

大
腿
以
上
の
通
り
で
あ
っ
て
世
間
が
騒
ぐ
程
地
方
民
は
驚
い
て
居
な
い

様
子
で
あ
る
。
然
し
交
通
の
杜
絶
に
は
困
っ
て
居
る
模
様
で
あ
る
。

(
昭
和
八
年
三
月
二
十
一
日
記
〉

中
央
気
象
豪
羽
田
出
張
所

様
の
現
象
を
繰
返
し
約
一
書
一
夜
縫
き
後
全
く
水
の
涌
出
止
ま
る
ゆ
現
在
に

於
て
も
水
は
出
で
宇
、
水
色
は
多
少
「
に
ど
る
」
も
主
と
し
て
沃
度
、
銭

分
、
堕
分
を
含
め
り
c

二
、
石
井
氏
宅
井
戸
の
性
質
及
費
調
以
前
の
欣
況
井
戸
は
掘
抜
き
に

て
悶
の
如
し
、
向
井
戸
は
掘
抜
約
地
面
よ
り
八
十
尺
な
り
、
五
、
六
十
年
前

に
掘
ら
れ
た
る
由
友
り
、
今
迄
に
度
々
瓦
斯
後
生
し
「
プ
ク
/
¥
」
位
の

程
度
に
し
て
、
火
を
付
け
れ
ば
燃
え
た
る
由
に
し
て
九
且
て
「
井
戸
さ
ら

へ
い
せ
る
l
d
き
人
夫
の
煙
草
よ
り
燃
え
た
る
瓦
斯
に
よ
り
火
傷
せ
る
事
等

四
三
兆


